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日本ペレーションズリサーチ学会 2016 年秋季研究発表会

に参加し，「東北地域信用金庫の地域貢献ランキング」を題

とする論文を発表した。  
信用金庫は，そもそも地域の庶民金融機関として設立され，原

則的に他県に出店できない地域限定型の地域金融機関であり，

それゆえ地域経済の関係は極めて密となって，地域経済に大きな

影響を与えている。2016 年 1 月末の預金残高について，信用金
庫は 266 庫・134.8 兆円，都市銀行は５行・305.2 兆円，地方銀
行は 64 行・243.6 兆円である。貸出残高についても，信用金庫は
66.9 兆円であり，都市銀行 190.3 兆円，地方銀行 183.6 兆円に
は及ばないが，第二地方銀行の 48.5 兆円より多い。信用金庫の
貸出先はほぼすべて中小零細企業と地域の個人であり，地域金

融における信用金庫の存在価値は大きい。  
信用金庫については，  (1) 地域金融機関と地域の関係，

(2) 信用金庫の経営状況， (3) 信用金庫の不良債権・破綻要

因の解析，などを中心として様々な研究が行われてきたが，

信用金庫の地域貢献に関する定量的な評価研究はまだ公表

されていない。  
そこで，本研究は信用金庫ディスクロージャー誌の財務

諸表データ等を利用し，地域貢献の視点から東北地域信用

金庫の経営分析を行う。また，主成分分析の結果に基づき，

地域貢献指数を定義のうえ，東北地域信用金庫の地域貢献

を評価する。  

 


